
■代 表 者　代表取締役社長　森奥 信孝
■所 在 地　夏井町大崎第13地割
■主要製品　高級婦人既製服（ジャケット、ウールコート、スーツなど）
■立 地 年　昭和63年
■従業員数　92人

　主に、有名ブランドから依頼を受けた婦人服を製造しています。メーカー
から送られてくる仕様書やパターン（型紙）を基に、コンピュータで工業用パ
ターンを作り布地を裁断。メインとなる縫製工程では「パーツ作製」「組み
立て」「まとめ」を流れ作業で行い、最終仕上げをして服が完成します。
　生地試験から出荷まで、工場内で一貫生産することで、高い品質を確保し
ているのが強み。高品質な製品づくりに向け、女性が働きやすい職場環境づ
くりや、最新機材の導入、IT 技術の活用にも力を入れています。

●ポイント　 　高級婦人服には高い技術力が求められるため、人材育成に
も力を入れています。従業員の約１/３が洋裁技能士の国家検
定を取得。資格取得に向けては、実技練習に必要な資機材の提
供など、会社としてフォローアップをしています。

岩手モリヤ株式会社
誘 致 企 業 ガ イ ド

上／ミシンの音が響く縫製工
程　下／ CAD で作成したパ
ターンを基に自動裁断

右／完成したジャケット。北岩手の縫製
業者でつくるオリジナルブランド「北い
わてメイド」の製品も製造しています。

響く縫製工
作成したパ
裁断

岩手の縫製
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ています。

山形町の戸呂町地区に伝わる伝統芸能「戸
へ ろ ま ち か ぐ ら

呂町神楽」。
九戸村の江刺家神楽の流れをくみ、「普

ふしょうこうじん

将荒神」や
「鶏
とりまい

舞」など４つの舞を伝承。平成５年からは戸呂町小の
児童による子ども神楽として伝えられてきました。
　その後、舞手の不足などで一度は活動が途切れたものの
８年前に復活。今も、同地区の子どもたちを中心とした戸
呂町神楽保存会が伝承活動を続けています。

この保存会の会長を務めるのが長坂友太さん。踊りや
太鼓が好きだったことから、戸呂町神楽を再開する

際に指導役を引き受け、以来８年間にわたって子どもたち
に神楽を教えてきました。
　小学生で神楽を始めたメンバーも、今や高校生。それで
も舞台があれば駆けつけ、一緒に舞を披露してくれます。
「立場的には教える側と教わる側ですが、８年間一緒に頑
張って神楽を作り上げてきた仲間。共に神楽を続けてくれ
るみんなには感謝の気持ちでいっぱいです」と語る長坂さ
ん。若い人たちの上達が、「自分も負けられない」という
モチベーションにもつながっているといいます。
　これからの課題として、後継者不足を挙げ「伝統を引き
継いでいくためにも、神楽の魅力を伝え盛り上げていくこ
とが大切だと思います」と力強く話す長坂さん。その優雅
な舞は、地域の伝統を守る気概と自信に満ちています。

伝統の神楽を舞う

　戸呂町神楽保存会会長、
久慈市郷土芸能保存団体協
議会監事。平成 28 年度か
らは岩手県の芸術文化審議
員を務める。

Profi le

長坂  友太さん
ながさか・ゆうた (山形町 30歳 )

Yuta Nagasaka長坂 友太さん
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